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ど
れ
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付
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付
託
さ
れ
ゐ
o
一
し
訪
米
提
訴
に
つ
い
て
一
分
一
一
リ
ω
同
日
に
法
的
r
J
点
の
五
名
K

7

ど
お
り
士
す
ω

本
山
中
七
月
以
降
日
一
本
一
い
よ
一
応
に
わ
た
ふ
い
叫
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。
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や
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設
計
山
中
山
川
磯
小
校
舎
娘
婿

は
、
こ
の
ほ
ど
設
計
が
光
了
、
国
の

補
助
金
制
依
も
決
り
工
市
中
間
負
契
約

も
終
了
し
た
の
で
、
去
る
十
一
月
一

日
、
小
学
校
の
建
築
現
場
で
起
工
式

を
行
な
い
ま
し
た
o

校
合
は
木
造
二
階
建
ス
レ
ー
ト
簿
一

棟
(
一
一

O
坪
)
で
昭
和
一
ニ
十
年
度

に
建
て
た
六
数
蛍
、
附
和
三
十
一
年

度
に
建
て
た
四
教
室
と
粁
止
な
ら
べ

一
一
問
の
廊
下
は
こ
れ
ら
の
教
室
と
接

続
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る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
Q

自
子
も

jと;>.-fまさ

問体育祭はことしで四Ibilf=lを迎えましたo今守も

I畿浜小中学校のグランドで町民多数が参加されぽ大

lこ{慌されましfこO
みんなスポ{ツに舞踊に平素の?[ブバ'忘れての

※ たのしい一日を過しましたo家ではみられない

お母さんの照りに子供さλノ浅は大高び、お父さんに

手を引かれて一生懸命のかけっこ、人気をあつめた

仮袋行列とどれも柄引のさいでしたo特に商空三

有志の方々の寄i関によるサ「ヒス持iせんもこの行ゃ
に花を添てましたo健朕でi明るい大洗町ーを象徴する

かのように国肢の下にクス去の|吹き流しが、秋風に

るι
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